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市Ｐ連シンボルマーク

子どもたちが新世紀の担い手として成長してくれる

ことを願い、「あきたっ子」としました。

市 Ｐ 連 だ よ り

「カルタ」や「福笑い」～思わず真剣な表情になります～

　「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
存
在
意
義
」

	

秋
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会
長　

加
藤
　
寿
一

　

日
頃
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
各
地
区
、
各

学
校
に
お
い
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
積
極
的
に
、

ま
た
活
発
に
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
秋
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が
誕
生
し

て
か
ら
六
十
五
年
。
先
輩
会
員
が
脈
々
と
築

い
て
こ
ら
れ
た
活
動
の
歴
史
を
考
え
る
と

き
、
そ
の
時
々
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
活

動
を
続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
礎
と
な
っ

た
の
は
、子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
、

健
全
な
社
会
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
と
の
願

い
が
あ
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
無
論
、
時
代
時
代
の
背
景
や
問
題
点
な

ど
を
、
一
つ
一
つ
会
員
の
知
恵
と
努
力
で
解

決
し
て
き
た
こ
と
に
大
い
に
敬
意
を
表
す
る

も
の
で
す
し
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い
う
、
生
活
環
境
も
、
考

え
方
も
、
生
い
立
ち
や
職
業
も
、
ま
っ
た
く

違
う
、
つ
な
が
り
が
必
ず
し
も
強
い
と
は
言

え
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
あ
っ
て
、
そ
の

活
動
の
底
力
と
な
っ
た
の
は
間
違
い
な
く
会

員
の
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
思
い
で
あ
り
、

深
い
愛
情
の
表
れ
に
他
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
じ
て
保
護
者
も
子
ど
も

と
と
も
に
成
長
す
る
こ
と
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

目
的
の
ひ
と
つ
で
す
。
市
Ｐ
連
が
主
催
す
る

講
演
会
も
野
球
大
会
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

も
、
そ
の
他
様
々
な
会
員
向
け
の
行
事
は
単

な
る
研
修
や
親
睦
の
た
め
だ
け
に
あ
る
の
で

は
な
く
、
保
護
者
の
成
長
や
自
己
研
鑽
の
た

め
に
存
在
す
る
の
で
す
。財
政
が
厳
し
い
折
、

会
員
の
皆
様
に
十
分
な
活
動
の
場
を
提
供
で

き
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
知
恵
と
工
夫
そ
れ
に
健
全
な
財
政

が
、
今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
裏
づ
け
と
な
る

と
思
い
ま
す
。
今
一
度
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
存
在
意

義
を
考
え
、
改
め
て
、
秋
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
六
十
五
年
の
歴
史
を
さ
ら
に
七
十
年
、

八
十
年
と
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て
い
く

こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
今
年
度
の
活
動

に
対
す
る
御
礼
と
い
た
し
ま
す
。

お手玉の感触はどうかな？

竹馬に初挑戦！

「
昔
遊
び
の
学
習
」

旭
川
小
学
校

～
平
成
26
年
１
月
24
日
～

１
年
生
の
生
活
科
の
授
業
で

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
昔
遊
び
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
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築
山
小
学
校
は
、
本
年
度
創
立
百
三
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
学

校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
と
で
、
記
念
事
業
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

運
動
会
、
授
業
公
開
、
竿
燈
出
陣
、
郷
土
資
料
室
整
備
、
航
空
記

念
写
真
、
講
演
会
、
音
楽
鑑
賞
会
、
デ
ザ
イ
ン
画
作
製
、
記
念
誌

発
行
、
記
念
式
典
・
学
習
発
表
会
、
祝
賀
会
等
の
事
業
を
行
い
ま

し
た
。

　

中
で
も
、
十
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
た
、
記
念
式
典
・
学
習
発
表
会
に
は
、
穂
積
志
秋
田
市
長

様
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
か
ら
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
児
童
、
教
職
員
、
保
護
者
と
共
に
、

創
立
百
三
十
周
年
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
式
典
の
中
で
、
全
校
児
童
四
百
四
十
二
名
に
よ
る
「
こ

れ
か
ら
も
仲
間
と
協
力
し
て
、
輝
き
続
け
る
築
山
小
学
校
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。」
と
い
う
力

強
い
呼
び
か
け
の
言
葉
が
特
に
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
築
山
小
百
三
十
年
の
歩
み
」で
は
、

六
年
生
児
童
四
名
が
、
創
立
当
時
の
校
舎
や
現
在
の
授
業
風
景
等
を
次
々
に
投
影
し
、
当
時
と
今

と
を
比
較
し
な
が
ら
、
築
山
小
学
校
の
歴
史
に
つ
い
て
丁
寧
に
解
説
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
学
習

発
表
会
が
行
わ
れ
、
ど
の
学
年
の
発
表
も
、
節
目
の
年
に
ふ
さ
わ
し
い
、
心
に
残
る
素
晴
ら
し
い

も
の
で
し
た
。

　

今
後
と
も
、
子
ど
も
た
ち
が
、
し
な
や
か
な
心
身
と
瑞
々
し
い
感
性
を
も
っ
て
た
く
ま
し
く
成

長
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
教
育
の
担
い
手
と
し
て
の
当

事
者
意
識
を
も
ち
、
互
い
に
連
携
協
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

築　 山
小 学 校

八 橋
小 学 校

明 徳
小 学 校

リサイクル体操着の売り上げを事業資金に活用しました

秋
田
市
立
築
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

髙
田
　
和
明

輝
き
続
け
る
築
山
小
学
校
に

秋
田
市
立
明
徳
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

藤
田
　
　
信

強
く 

正
し
く 

明
る
く

　

桜
地
区
に
小
学
校
が
創
立
さ
れ
て
三
十
年
経
ち
ま
し
た
。
ま
だ

新
し
い
小
学
校
で
す
が
、
確
実
に
歴
史
を
刻
み
始
め
て
い
ま
す
。

三
十
年
前
は
田
園
地
帯
だ
っ
た
こ
の
地
区
に
、
小
学
校
が
設
立
さ

れ
、
横
金
線
開
線
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
分
譲
等
と
、
世
帯
数
の
増

加
に
伴
い
現
在
で
は
県
内
で
唯
一
九
百
人
を
超
え
る
小
学
校
に
な

り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、『
夢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ　

笑
顔
満
開　

桜
っ
子
』

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
活
発
に
、
笑
顔
で
小
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

桜
地
区
で
は
、『
守
り
隊
』
の
方
々
や
、
保
護
者
の
協
力
に
よ
り
、
朝
の
『
あ
い
さ
つ
運
動
』

が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
学
校
の
行
事
へ
も
地
区
の
方
々
か
ら
沢
山
の
ご
協
力
い
た
だ
き

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

三
十
周
年
行
事
で
は
、
記
念
式
典
、
記
念
学
習
発
表
会
と
子
ど
も
た
ち
が
中
心
と
な
り
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、『
思
い
や
り
コ
ン
サ
ー
ト
』
や
記
念
祝
賀
会
と
思
い
出
深
い
行
事

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
桜
地
区
の
皆
様
や
保
護
者
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
ま
す
ま
す
、

学
習
に
励
み
、
思
い
や
り
の
心
を
も
ち
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

桜
小 学 校

響け！創立30年を祝う歌声

秋
田
市
立
桜
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

地
主
　
真
樹

桜
小
学
校
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
て

秋
田
市
立
八
橋
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

舘
岡
　
和
重

「
八
橋
小
学
校
は
創
立
四
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
」

　

明
徳
小
学
校
は
、
今
年
度
創
立
百
三
十
周
年
を
迎
え
、
同
窓
会
・

教
育
後
援
会
・
地
域
・
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
一
体
と
な
り
、
穂
積
市

長
を
始
め
多
く
の
御
来
賓
の
御
臨
席
を
賜
り
、
十
一
月
十
日
、
県

民
会
館
に
お
い
て
記
念
式
典
・
音
楽
発
表
会
を
挙
行
い
た
し
ま
し

た
。
音
楽
発
表
会
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
全
校
群
読
・
全
校
合

唱
か
ら
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
県
民
歌
ま
で
、
児
童
は
素
晴
ら
し
い
歌
声

を
響
か
せ
、
御
来
賓
の
方
々
か
ら
は
「
さ
す
が
明
徳
！
」
と
多
く
の
お
褒
め
の
声
を
ち
ょ
う
だ
い

し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
六
月
六
日
の
音
楽
鑑
賞
教
室
（
プ
ロ
の
演
奏
と
児
童
の
合
唱
と
の
コ
ラ
ボ
は
名
演

で
し
た
！
）
、
九
月
三
十
日
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
式
、
十
月
十
日
の
豪
風
関
と
の
交
流
会
と

記
念
行
事
が
続
き
、
児
童
は
緊
張
の
連
続
だ
っ
た
は
ず
で
す
が
、「
強
く	

正
し
く	

明
る
く
」
自

分
た
ち
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
務
め
上
げ
ま
し
た
。

　

先
輩
達
の
努
力
と
挑
戦
を
受
け
継
ぎ
、後
輩
達
が
胸
を
張
っ
て
百
四
十
周
年
を
祝
え
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
・
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
協
力
し
て
「
強
く	

正
し
く	

明
る
く
」
新
た
な
歴
史
を
創

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
！
昨
日
の
我
に
、
今
日
は
勝
つ
べ
し
。

　

八
橋
小
学
校
は
児
童
四
百
三
十
一
人
、
十
五
ク
ラ
ス
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
減
少
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
が
、
一
時
は

千
五
百
五
十
七
人
ま
で
に
増
え
、
教
室
不
足
で
頭
を
か
か
え
て
い

た
頃
も
あ
り
ま
し
た
。

　

四
十
周
年
事
業
に
お
い
て
は
、
地
区
主
催
の
夏
ま
つ
り
会
場
の

一
角
を
お
借
り
し
て
体
操
着
を
販
売
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
地

区
団
体
へ
ご
寄
付
の
お
願
い
に
回
っ
た
り
、「
学
校
と
と
も
に
あ

る
地
域
」
意
識
を
共
有
し
、地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
気
運
を
高
め
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
へ
の
感
謝
を
込
め
て
「
保
護
者
で
お
掃
除
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
窓
や
、
体
育
館

の
天
井
や
、
普
段
は
手
の
届
か
な
い
部
分
を
き
れ
い
に
し
四
十
年
の
埃
を
払
い
ま
し
た
。
通
学
路

の
交
通
量
調
査
を
行
い
「
通
学
安
全
確
認
マ
ッ
プ
」
を
手
作
り
し
た
り
、
児
童
一
人
ひ
と
り
の
手

書
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
し
お
り
を
作
っ
た
り
、
親
子
で
四
十
周
年
を
感
じ
ら
れ
る
工
夫
を

し
ま
し
た
。

　

十
二
月
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
七
割
強
の
会
員
か
ら
意
見
と
提
案
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
回
答
を
受
け
、「
目
的
の
再
考
」
と
「
ス
リ
ム
化
」
を
柱
に
、
活
動
の
マ
ン
ネ
リ
化

に
よ
る
形
式
化
と
行
事
化
を
ど
う
変
え
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
の
た
め
に
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
し
て
持
つ
べ
き
共
通
認
識
は
な
ん
で
あ
る
の
か
、
運
営
委
員
会
で
の
議
論
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
お
り
ま
す
。
家
庭
と
学
校
と
社
会
と
が
十
分
に
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
考
え
、
補

い
合
う
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

周 年 ・ 記 念 行 事 特 集

築山小130年の歩み（児童発表）創立130周年記念音楽発表会



（3）　第121号　秋田市ＰＴＡ連合会会報

秋 田 南
中 学 校

山　 王
中 学 校

秋 田 東
中 学 校

秋
田
市
立
秋
田
南
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

瀧
田
　
純
一

刻
（
と
き
）
～
六
十
枚
目
の
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｐ　

新
た
な
る
未
来
に
向
か
っ
て
～

秋
田
市
立
秋
田
東
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

堀
井
　
　
潤

創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
を
終
え
て

「
心
か
ら
心
へ
」

秋
田
市
立
山
王
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

佐
藤
　
公
之

復活した合唱部とＯＧによる記念合唱秋田東中学校創立60周年記念式典

　

秋
田
南
中
学
校
は
、
本
年
創
立
六
十
周
年
を
迎
え
、
学
校
、
同

窓
会
、
後
援
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
様
々
な
周

年
事
業
を
執
り
行
っ
た
。表
題
は
三
月
に
子
供
た
ち
か
ら
募
集
し
、

決
定
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
り
、
執
り
行
っ
た
主
な
事
業
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

　

三
月　
　
　
　
　

ス
ロ
ー
ガ
ン
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
決
定

　

七
月　
　
　
　
　

全
校
写
真
及
び
航
空
写
真
撮
影

　

九
月
二
十
三
日　

秋
田
魁
新
報
へ
の
学
校
新
聞
の
掲
載

　

十
月
六
日　
　
　

記
念
式
典
、
記
念
祝
賀
会

　

又
、
本
校
の
歴
史
に
輝
か
し
い
栄
光
を
残
し
た
合
唱
部
が
一
年
限
り
で
復
活
し
、
本
校
合
唱
部

Ｏ
Ｇ
の
ク
リ
ス
タ
ル
・
ミ
ラ
様
か
ら
も
ご
指
導
を
戴
き
、
見
事
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会

金
賞
、
東
北
大
会
銀
賞
に
輝
い
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
総
合
学
習
で
学
ん
だ
「
南
中
の
過
去
、
現
在
、
未
来
」
を
生
徒
発
表
し
、
本

校
卒
業
生
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
ピ
ッ
コ
ロ
・
フ
ル
ー
ト
奏
者
の
菅
原
潤
先
生
か
ら
「
未
来
を
築
く

得
意
技
を
見
つ
け
よ
う
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
記
念
講
演
を
戴
い
た
。
そ
し
て
、
同
氏
と
吹
奏
楽

部
に
よ
る
演
奏
、
合
唱
部
と
ク
リ
ス
タ
ル
・
ミ
ラ
に
よ
る
合
唱
が
行
わ
れ
た
。

　

い
ず
れ
も
生
徒
、
参
加
者
全
員
の
心
に
残
る
も
の
で
、
南
中
の
過
去
に
感
謝
し
、
現
在
の
立
ち

位
置
を
確
認
し
、
未
来
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
素
晴
ら
し
い
機
会
と
な
っ
た
。

　

創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
の
実
行
委
員
長
が
は
じ
め
て
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
と
な
っ
て
の
大
仕
事
と
な
り
、
大
変
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
本

校
に
は
教
職
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
け
で
な
く
生
徒
活
動
後
援
会
、
同
窓

会
、
地
域
後
援
会
、
歴
代
正
副
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
会
と
い
う
多
数
の
支

援
団
体
が
あ
り
、
多
く
の
卒
業
生
や
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
で
進

め
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
化
さ
れ
る
航
空
写
真
の
撮
影
に
始
ま
り
、
秋

田
東
中
学
校
を
伝
え
る
と
い
う
「
伝
東
～
還
暦
の
貫
禄
～
」
を
テ
ー
マ
に
東
中
祭
、
合
唱
祭
が
記

念
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
、
生
徒
達
が
見
事
に
演
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
創
立
五
十
周
年

記
念
事
業
の
際
、
地
域
後
援
会
と
共
同
で
分
収
造
林
契
約
を
締
結
し
た
学
校
林｢

ひ
ん
が
し
の
森｣

へ
の
記
念
植
樹
、記
念
式
典
に
お
い
て
も
六
十
年
の
歴
史
と
未
来
へ
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
表
、

秋
田
大
学
吉
村
学
長
の
記
念
講
演
、
記
念
合
唱
を
行
い
、
思
い
出
と
な
る
素
晴
ら
し
い
六
十
周
年

と
な
り
ま
し
た
。本
校
の
生
徒
数
は
私
が
在
学
し
て
い
た
頃
の
三
分
の
一
以
下
と
な
り
ま
し
た
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
記
念
事
業
を
こ
な
し
た
生
徒
達
に
は
貫
禄
す
ら
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
ま
さ

に
「
友
愛
を
深
め
」「
ル
ー
ル
を
守
り
」「
フ
ァ
イ
ト
を
燃
や
そ
う
」
と
い
う
本
校
の
三
信
条
の
精

神
が
六
十
年
受
け
継
が
れ
て
き
た
と
い
う
伝
統
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

音
楽
が
呼
び
起
こ
し
た
大
き
な
感
動
の
一
日
。
生
徒
の
指
揮
に

よ
る
吹
奏
楽
演
奏
と
全
校
生
徒
に
よ
る
合
唱
、
わ
れ
ら
山
王
の
生

徒
た
ち
の
一
丸
と
な
っ
た
「
心
」
が
、
六
十
周
年
記
念
式
典
会
場

内
の
全
て
の
人
た
ち
の
「
心
」
へ
熱
く
伝
わ
っ
た
光
景
は
今
な
お

鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
昭
和
二
十
八
年
四
月
六
日
、
成
和
中

学
校
と
高
陽
中
学
校
が
統
合
し
て
現
在
の
山
王
中
学
校
が
誕
生
し

ま
し
た
。
昭
和
三
十
七
年
に
は
全
校
生
徒
数
が
二
千
七
百
人
を
超
え
た
マ
ン
モ
ス
校
も
、
二
回
の

建
替
え
を
経
て
現
在
の
新
校
舎
に
な
り
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
生
徒
数
は

六
百
十
名
と
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
創
立
以
来
掲
げ
て
き
た
「
倶
学
倶
進
」
の
精
神
と
「
山
王

魂
」
と
い
う
不
易
の
情
熱
は
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
教
職
員
の
皆
様
・
地
域
の
方
々
の
心
強
い
支

え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
二
万
七
千
人
を
超
え
る
卒
業
生
た
ち
に
よ
っ
て
脈
々
と
継
承
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
全
国
大
会
金
賞
受
賞
と
い
う
花
を
式
典
に
添
え
て
く
れ
た
本
校
吹
奏
楽
部
の
部
訓
で
あ

る
「
心
か
ら
心
へ
」
の
教
え
が
、
全
校
生
徒
と
会
場
の
人
々
を
繋
ぎ
、
感
動
・
感
涙
と
い
う
形
に

な
っ
た
瞬
間
は
、
本
校
の
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も
か
け
が
え
の
な
い
財
産
に
な
っ
た
こ
と
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

周 年 ・ 記 念 行 事 特 集

雄　 和
中 学 校

秋
田
市
立
雄
和
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

酒
井
　
慶
一

新
校
舎
竣
工
式
記
念
式
典
を
実
施

　

雄
和
中
学
校
は
、
校
舎
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新
校
舎
改
築
が
平

成
二
十
三
年
七
月
か
ら
始
ま
り
二
十
四
年
七
月
に
完
成
、
引
っ
越

し
後
、
四
十
五
年
間
生
徒
た
ち
を
見
守
っ
て
き
た
旧
校
舎
の
解
体

と
と
も
に
、
グ
ラ
ン
ド
の
造
成
が
行
わ
れ
今
年
度
完
成
い
た
し
ま

し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
教
育
後
援
会
、
学
校
と
と
も
に
竣
工
記
念
式
典
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
十
一
月
二
日
に
式
典
を
実
施
。
当
日
は
、
穂
積
志
市
長
を
は
じ
め
、
地

域
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
、
三
部
構
成
で
行
い
ま
し
た
。
第
一
部
の
式
に
続
き
、

第
二
部
は
、
生
徒
発
表
と
し
て
、
全
校
生
徒
に
よ
る
発
表
と
ス
ク
ー
ル
ソ
ン
グ
「
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
」
の

合
唱
・
演
奏
が
行
わ
れ
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
第
三
部
と
し
て
、
記
念
講

演
が
行
わ
れ
、雄
和
中
学
校
第
一
期
生
で
あ
る
堀
井
啓
一
副
知
事
が
、「
川
と
空
と
学
舎
と
～
い
ま
、

雄
和
に
（
雄
和
で
）
想
う
こ
と
～
」
と
題
し
て
講
演
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
、
生
徒
た
ち
は
、
市
内
で
一
番
新
し
い
校
舎
で
伸
び
伸
び
と
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
勉
学
に
、
部
活
動
に
一
層
が
ん
ば
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

式典での全校生徒の合唱 心を一つにした吹奏楽演奏と全校生徒合唱
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